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亜
一蟄
饉
靱
瑕

卒
業
し
、
戸
田
市
内
の
看
護
専

0はの風化と戦い乗り越える」

東

日
本

大
震
災

の
発
生

か
ら
丸

３
年

と

な

っ
た

１１
日
ヽ
県
内

で
も
各
地

で
地
震
発

生

の
午
後

２
時

４６
分

に
合
わ

せ
衆
議

が
さ

さ

け
ら
れ
た
。
多

く

の
福
島
県
双
葉

町
民

が

一
時
身
を
寄

せ
た
加
須

市

の
旧
騎
西
高

校
や

、
上

尾
市

の
団
地

で
も

。
多

く

の
東

北
地
方
出

身
者

が
故

郷

の
方
向

に
向

か

っ

て
静

か

に
目
を
閉
じ
た
。

（佐
藤

祐
介

、
川
峯
千
尋

）

はに構轟燎
糠
滲
藤

旧
騎
西
高
校
に
は
約
１
０
０

人
が
集
ま
っ
た
。　
一
時
は
１
４

０
０
人
が
生
活
し
た
同
校
だ

が
、
昨
年
末
ま
で
に
全
員
が
引

っ
越
し
、
今
月
末
で
閉
鎖
さ
れ

る
。
「
」ん
に
ち
は
」

「お
変

わ
り
な
い
で
す
か
」
。
退
所

後
、
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
て

い
た
多
く
の
双
葉
町
民
ら
が
再

会
し
、
献
花
台
の
前
で
手
を
合

わ
せ
た
。

「双
葉
町
埼
玉
自
治
会
」
の

藤
田
博
司
会
長
（７４
）は

「自
分

の
代
で
は
帰
れ
そ
う
に
な
い

が
、
次
の
代
や
孫
の
代
に
で
も

帰
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
」
。
こ

う
話
し
、
故
郷
の
方
向
を
じ
っ

と
見
つ
め
た
。

門
学
校
に
進
学
す
る
。

「自
分

に
し
か
な
い
経
験
が
、
患
者
の

つ
ら
さ
を
理
解
す
る
助
け
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
い
つ
か
着

護
師
に
な
っ
て
福
島
で
働
き
た

い
」
。
大
石
さ
ん
は
こ
う
話
し

た
。上
尾
市
上
の
シ
ラ
コ
バ
ト
団

地
で
行
わ
れ
た
追
悼
式
で
は
、

同
団
地
に
移
住
し
た
被
災
者
ら

で
構
成
さ
れ
る

「被
災
者
の
会

ひ
ま
わ
り
」
の
メ
ン
バ
ー
ら
約

９０
人
が
、
東
北
東
に
向
か
っ
て

黙
議
し
た
。

同
会
は
こ
の
日
、

「被
災

者
」
か
ら
脱
し
、
自
立
す
る
よ

う
願
い
を
込
め
て

「東
日
本
大

震
災
に
咲
く
会
ひ
ま
わ
り
」
に

改
名
し
た
。

宮
城
県
石
巻
市
か
ら
単
身
で

同
団
地
に
避
難
し
て
き
た
高
橋

美
江
さ
ん
（６９
）は
昨
年
、
伊
奈

町
に
家
を
購
入
。

「３
年
が
た

っ
た
今
、
や
っ
と
ゆ
っ
く
り
故

郷
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
涙
を
拭
っ
た
。

福
島
県
南
相
馬
市
か
ら
家
族

４
人
で
上
尾
市
に
移
り
住
ん
だ

吉
田
健
一
さ
ん
（５８
）は

「い
つ

ま
で
も
甘
え
て
い
ら
れ
な
い
。

記
憶
の
風
化
と
戦
い
な
が
ら
、

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
」
と
表

情
を
引
き
締
め
た
。

¨
福
島
県
双
葉
町
の
方
角
に
向

¨
か
ｏ
で
黙
確
を
さ
さ
げ
る
曰

一
町
か
ら
避
難
し
て
き
た
住
民

¨
＝
１１
日
午
後
２
時
“
分
、
加

一
須
市
騎
西
の
旧
騎
西
高
校

個
人
の
自
分
史
が
集
ま
れ
ば
、
そ

れ
は
き

っ
と
そ
の
町
を
表
す
貴
重
な

財
産
に
な
る
―
。

こ
ん
な
思
い
か
ら
、
東
日
本
大
農

災
の
被
災
者
の

「自
分
史
作
り
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
団
体
が
あ
る
。
宮

城
県
石
巻
市
を
拠
点
に
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
る
書
沢
武
彦
さ
ん

（
３５
）
が
立
ち
上
げ
た

「
『
３
月
１０

日
』
制
作
室
」
。
埼
玉
県
で
は
、
秩

父
市
に
住
む
同
団
体
メ
ン
バ
ー
の
清

野
和
彦
さ
ん
（３０
）
ら
が
中
心
と
な

っ

て
、
加
須
市
の
旧
騎
西
高
校
で
避
難

生
活
を
経
験
し
た
福
島
県
双
葉
町
民

ら
の
自
分
史
を
制
作
し
て
い
る
。

活
動
の
き
っ
か
け
は
、
阪
神
淡
路

大
農
災
の
支
援
経
験
者
か
ら
の
助
言

だ
っ
た
と
い
う
。
昨
年
１０
月
か
ら
旧

騎
西
高
校
に
足
を
運
び
、
間
い
続
け

た
。

「
３
月
１０
日
は
何
を
し
て
い
ま

し
た
か
」

「
震
災
前
日
」
を
聞
く
こ
と
か
ら

始
ま
り
、
避
難
者
の
人
生
を
丁
寧
に

た
ど

っ
た
。
月
３
回
ほ
ど
の
取
材
を

重
ね
、

「行
っ
た
）〓
」も
な
い
双
葉

「３
・１０
は
平
和
の
象
徴
、
元
気
取
り
戻
し
て
」

自分史に残す被災前の故郷
町
が
少
し
ず
つ
見
え
て
き
た
」

（清

野
さ
ん
）
と
い
う
。

５
時
間
以
上
に
及
ぶ
取
材
テ
ー
プ

は
、
文
字
に
起
こ
し
た
後
で
文
章
構

成
を
練
り
、
自
分
史
の
主
人
公
と
と

も
に
校
正
を
加
え
て
い
く
。
業
者
に

頼
め
ば
数
十
万
円
は
か
か
る

一
連
の

仮
設
住
宅
を
訪
れ
、
男
性
か

ら
話
を
開
く

「３
月
１０
日
制

作
室
」
の
メ
ン
パ
ー

（右
）

＝
福
島
県
南
相
馬
市

作
業

を
、
全

て
ボ

ラ

ン
テ

イ
ア
で
ま

か
な

っ
て

い
る

。
現
在

は
７
人

の
自

分
史
を
制
作

中
と

い
う
。
　

　

・

旧
騎
西
高
校

で
約

１
年

１０
カ
月
を

過

ご
し
た
双
葉

町

の
女
性

（
８２
）
＝

加

須
市

――
は

、
自

分

の
体
験

を
思

い
出

す
た
め

に
依
頼

し
た
。

「
戦

後
を
生

き
抜

い
て
、
老
後

は
大

丈
夫

と
思

っ

て

い
た
矢
先

の
３
月

１１
日
。

い
ろ

い

ろ
あ

っ
た

け

ど
、
自
分

が
自
分
を
生

き

抜

い

て

き

た

こ

と

に
気

が

つ
い

た

」
と
、
自

分
史

の
完
成
を
前

に
声

を
弾
ま

せ
て

い
た
。

吉
沢
さ
ん

は

「
３
月

１０
日
は
平
和

で
幸
せ
だ

っ
た
象
徴

的
な
日
。
自

分

史

を
読
む
間
だ
け

で
も

、
震
災
前

の

日
常
を

思

い
出
し

て
元
気
を

取
り
戻

し

て
も

ら

い
た
い
」
と
力
を

込
め

た
。

ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
活
動

、
自
分
史
制

作

の
依

頼
な

ど
は
、

「
３
月
１０
日
」

制

作
室

●
０
２
２
５

・
９
２

・
７
８

２
０
。


